







































































































・ 陳 熾 な と 洋 務 論 者 と い う よ り は 、






























と こ ろ て 、
第 二 の 連 由 は 、
彼の改詞の印心想が、
中 国 の 教 え の み な ら す 、
西欧の
ろ厨有為のこの
本 稿 で は 、
ど も 学 げ て い る 。 「 内 人 の 奥 図 （ 且 芥 地 図 ） に 処 仇 ば 、 刀 す る 団 はも の が あ り 、
また、
鳳在イキリスのらのか凡そ奴十種あるこ
と 連 励 学 ） 、
悦 学 （ 瞥 学 ） 、
(5/ 
凪土、
物位 を 佃 え て お り 、
多くは中口の及ぶ可てはない。」
学技術に川係する分野こぢげる四欧の学間的水炉が中国の
に 認 め ら 汎 た あ と 、(6) 
施策に少なからぬ 示 唆 を 与 え た も の と 思 わ 汎 る 。
しかし
、
の 中 で 、
数 種 の
中体四用五直の反聞
と 性 伍 に 触 礼 、






















孔 子 教 は そ の 教 主 で あ る 原 有 為 一 人 の 宗 教
と な
い。





奥 地 占 は 世 界 中 の 山 川 、
隠 焚 の 地 、
し
． ＂ ょ ら
， 
この手声は当間に詞いては公表をはぱかるほどの改革論であリ、



















の う ち 砧 訳 さ 礼 た も の は 、








































































































































































































fり な 聖 人 は 、









































二 応 っ た と い
める
の の













『 間 礼 』の「冬官」
•こ
こご一］しー一 こ


















































































役 は 末 を 予 っ
ヽ
‘l ＼．てよりし



































































































































































































































































































































































し て い る 。
骰は西欧の事物に関するかぎり、
固 凸 ・ 守 旧の





















自欺 は 人 々 を 空 虎 な 言 葉の
を課するなど、
積極的な施策を行っているか、
そ れ ば か
大 砲 は あ る が 測 放 す る 人 が い な い
） れ で は 船 や 器 械 が 有 る
（一八八五）中国がフラソスと戦って敗れた数日後、














自優 は 人 々 を



























































のが中休四川論の 長短を比較し、 た 引 川 文 （ 注 19 )
前褐引用文（注19)










































































用 」 に 分 け 丁 、
中四全体を面合してしまいか戸ない。




し か も その宍、
の根底には、


































す る こ と



















































































































































































































































大 部 分 は
を改め、
偽って『春秋左氏伝』とずるこ及んで、





























































『 春 秋 』 は 亡
に注をつ
万 世 を 政 お う と し た 。
則ら、
神 叫 罰 王 を 生 じ 、
人主と為さ丁制法の主と為したのてある。
天下はこの制法の主に従い、














こ と い 可 記 だ っ た こ と を 示 し て
聞代が乱批から升平




































































































































い と い う こ と は な い 。
中 体 四 用 諭
一八九五年当峙の
山 之 洞 の 中 体 四 円 論
ってはならない。
昇K-1伝刃ご ぷ i 1 ぅ ノ ‘


















































阪 之 詞 の い う 「 牧 に
一 八 九 一 年 こ 1 (
同は三綱を直ちに否定する。












孔 子 と 並 べ て 忍 公 を 甜 作 者 と す る 。
ま た 、
戊 戌 の 政 変 こ 向 か
っ
て説く対立していく。










自らそ の 仏 淑 の 弟 子 と 称 し た と い う こ と て ら る 。






























あ る の か ど う か







崎 の う つ る こ し た が っ て 改 め て い く の が 孔 子 の
の祈学派が祝くところは、
中国を一変してしまう危阪なものてあっだ。）







一 ご コ 、 �





て み よ う 二 外 国 こ
l考えら汀る。
の 条 四 を ぎ い て 大 ＼ 嶋
父 父 子 子 、
夫夫娼婦」を怖調するが、「二千年来の政は
ま さ に 奏 此
の根本」を根こそき引ぎ抜ぎ、
外喜の政教風俗を直入するらの｝』ほかならない。
エ 之 州 に
「因巨の綱を知｀訊は民椛の況
（ 
を 打 っ て は な ら な ＼ ＼ 」
そ 且 は 勺 一 平 餃 刊 作 ：1 と
あ
る 。































































































































































































































































































































（認） (12) (11) (10) (9) 8
) 






























































































































































































































































た た 間 用 に 返 さ な
V 
Jの古はついに人を死に至らしめるものてある」（同著『礼運注叙』）。









































こ の 年 屁 に
「大同説」を肥取している（梁啓超・










共 和 主 義 を 阻 え た
りと趾も、
中 頃 其 主 義 を 変 し 強 学 会 を 祖 織 し て 〔 一 八 九 五 〕 笈 土 日 位
を





















































































































































教 o lij 心 化 を 鮒 忍 丁 る 一 カ 、
孔 予 教 に エ る 玄 鼻 〇 ぶ 教 改 革 か 臼 務 � て 応 る こ と を 況 い 一
い る 。
―二七
し か し 、



































一 九 0 五 年 飢 立 の 『 国 粋 学 罰 』 は 、
第 二 0 凱
(-'JLOハ年）以閂n
